
自動化された工場で鮮魚が自動的に部位ごとにさばかれていく様子は、まさしく第二次産業であり、あた
かも工業製品が生産されているような感じでした。しかし製品は鮮魚そのものであり、流通は鮮度を保ち
ながら迅速に間違いなく仕分けて配送するという必要があり、困難な作業であったと思います。この課題
をITを使い上手く融和しながら間違いのない作業で、手間を省ける方法に仕上げています。この社風によ
ればまだまだIT化の伸び代があると思います。ますますの発展を期待いたします。 
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バーコード化でミス激減！  
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社名 ： 尾鷲物産株式会社  TEL ： ０５９７－２２－２３２３ 
代表者名 ： 小野博行 FAX ： ０５９７－２３－０４５６ 
設立 ： 昭和４９年８月 URL ： http://www.owasebussan.co.jp 
資本金 ： ６５００万円 
売上高 ： １２１億円（２０１５年度） 
従業員数 ： ２０１人（２０１５年度） 
事業内容 ： 三重県南部、熊野灘に面した尾鷲市に本社を置く弊社は、魚類養殖・ 
      近海延縄鮪船等の漁業、養殖魚類等の部位別加工・干物加工等を行う 
      水産加工業、自社製品・地場産品の小売業等を営む総合水産会社です。  

＜目的＞ 
 人手による作業と紙ベースが主体の加工指示で大変手間がかかり、手書計算による集計ミス、発送ミス
などヒューマンエラーが多発する環境を改善するため、受注～加工指示～梱包～発送～伝票発行～請求
データ返信までの工程自動化を目指す 
 
＜概要＞ 
・商品パックの内容・重量をバーコード化した。 
・紙ベースでの加工指示書をタッチパネルに変えた。 
・納品明細書・発送伝票を自動発行し、とり間違えない 
 状態で箱に添付できるようにした。 
・請求データ作成までを自動化し、事務員による重量の 
 手計算・伝票発行・チェック等の業務を不要にした。 
 
＜効果＞ 
・人手で行っていた梱包箱の準備やシール作成等の 
 段取り作業が不要になり作業量が激減。 
・手計算が無くなり、ミスを防ぐためのチェック 
 作業が不要に。 
・作業状況がリアルタイムで把握できるため、 
 遅れやトラブルなどへの対応が迅速化 

PC受注入力 

受注（電話・FAX・WEB等） 

集荷（各工場商品取り揃え） 
計量ラベルはバーコードを印字 

現場ピッキング装置 
画面確認 

外箱計量シール貼付 

箱詰め 
（商品詰合せ） 

①店舗をクリック 

②配送内容の表示 

③バーコードを読み 
画面の数量をアップ 

④個数オーバー、異なる 
商品混在時は警告 

⑤商品を読み終え後、 
計量後シール印刷 

⑥次店舗の処理へ 
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